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動的機能空間の高時間分解能解析

−高速応答空間材料創製の設計を目指したAI検出器の開発−
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R. Matsuda et al., Nature. 2005, 436, 238 R. Matsuda, A. Hori et. al., Science 2014, 343, 167

これまでのMOFナノ細孔中におけるガス吸着の構造科学

CPL-1 Cu-pyrazine-2,3-dicarbxylate-pyrazine KGM-1 [Cu2(N3-ipa)2]

アセチレンの高密度濃縮 COの選択的吸着
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研究背景
既存研究の限界

本ターゲット

高時間分解能測定による動的吸着過程の解明

吸着過程が不明

X-ray free electron Laser (XFEL)を用い
た時分割イメージング

高時間空間分解能測定の意義（XFELを例にして）
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SPring-8で構築してきたガス吸着下での高時間分解能計測技術

SACLA (XFEL)

SPring-8

Hyogo, Japan
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SACLA(XFEL)                                     BL44B2
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AI技術を利用した高時間分解能測定（ラマン散乱）
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AI技術を利用した高時間分解能測定（XRPD）

CO2

10kPa/min.

AI処理により、バックグラウンドとピークが明確に区別できるようになっていることが分か
る。AIによるこのような処理により、短時間露光でもデータ解析が可能であることが分かっ
た。しかし、一方で、AIにおける機械学習に必要な学習データが不足しているため、8.4 ˚付
近のピークの識別が困難であるという問題が生じた。この問題を解決するためには、検出器
毎のデータの蓄積が必要であることが分かった。


